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近
江
商
人
と
地
方
金
融

ザ鬼一-=回

.:;巳

近
江
商
人
ミ
地
方
金
融

菅

野

和

太

郎

徳
川
時
代
商
業
の
勃
興
に
燥
し
て
活
躍
せ

L
商
人
は
近
江
及

び
伊
勢
出
身
の
者
で
あ
り
去
り
就
中
、
ホ
江
出
品
到
の
前
九
は
引
K

近
江
商
人
と
栴
せ
ら
れ
、
其
の
傑
出
せ
る
尚
才
は
到
底
他
闘
商

人
の
追
随
を
許
さ
な
か
っ
た
。
即
ち
近
江
商
人
は
北
は
未
だ
圏

構
の
充
分
に
及
ば
ざ
る
蝦
夷
地
よ
り
、
西
南
は
他
国
人
の
入
国

を
禁
止
せ
る
薩
摩
・
土
佐
に
至
る
迄
、
共
の
図
産
の
麻
布
・
蚊
帳

呉
服
類
・
漆
器
・
賀
郡
市
等
を
持
下
り
、
所
謂
全
国
を
股
に
か
け
て

大
活
躍
し
た
の
で
あ
る
。
近
江
商
人
が
商
業
主
に
如
何
に
荷
畷

せ
し
か
は
、
八
幡
出
身
の
近
江
商
人
に
閲
す
る
岡
田
文
園
の
「
八

幡
誌
」
に
よ
り
て
之
を
窺
ふ
こ
と
が
出
来
る
。
印
ち
臼
く
『
共

商
業
廃
大
流
通
な
る
事
は
、
西
は
長
崎
際
摩
、
東
は
南
部
注
軽

は
云
に
不
及
、
松
前
函
館
蝦
夷
地
迄
も
行
渡
り
〆
、
或
は
図
々
に

第
三
十
三
巻

第
三
披

一
一
一
六

四
四

出
底
を
出
し
、
或
は
海
陸
運
滑
往
来
し
て
大
利
を
営
む
事
、
誠

に
諸
国
商
人
の
敢
て
及
ぶ
庭
に
あ
ら
や
、
北
ハ
仕
法
警
ぽ
図
産
は

申
に
不
及
、
京
都
大
阪
西
図
筋
一
切
名
産
を
東
園
へ
持
下
り
、

扇
路
に
は
仙
台
袴
地
、
下
野
結
城
縞
、
出
羽
紅
花
、
近
代
流
行

す
る
上
州
桐
生
蓬
織
物
類
、
共
外
夷
地
の
昆
布
、
数
の
子
類
を

積
登
り
て
上
方
西
国
等
へ
捌
ず
る
事
、
大
仕
掛
な
る
交
易
な
り
。

か
L
る
故
に
其
利
分
「
ヒ
サ
プ
」
の
子
を
生
や
る
如
し
、
其
根
元

[

1

・

t

v-ヨ守
ξ

に
へ
忍
に
ア

7
t
欧
人
民
ア
円
ノ

E
敬
一
と
。
わ
く
の
伽
〈

近
江
商
人
は
全
国
各
地
の
産
物
を
仕
入
れ
、
叉
之
を
各
地
に
販

'k..賓
りし

さ'k.
れの
ばで
とあ
そっ
蛍 て
時
2 行
千七商
Z工 は
の

{i!: 
千ノ
戸国 3l三
天日

芭詰
な'人
るの
諺本
が領
生で
ビあ
たっ

る
所
以
で
あ
る
。
此
の
諺
は
、
近
江
商
人
は
家
に
千
隔
の
富
を

積
む
'r
も
、
猶
ほ
天
秤
棒
の
雨
端
に
商
品
を
吊
し
て
、
徒
歩
行

商
す
る
こ
と
を
意
味
し
た
の
で
あ
る
。

ーー

近
江
商
人
は
先
づ
行
商
に
よ
り
て
潮
吹
富
を
蓄
積
し
た
が
、

然
ら
ぽ
終
世
行
商
に
従
事
せ
し
ゃ
と
一
百
ふ
に
、
北
(
の
多
〈
は
さ

う
で
た
か
っ
た
。
邸
ち
彼
等
は
行
商
地
の
経
済
事
情
に
遁
践
す

日本商業史. 118-130頁拙著，



る
に
従
ひ
、
共
の
地
に
屈
舗
を
設
け
、
以
て
定
着
し
て
商
業
に

す
に
及
ば
歩
、

全
国
治
〈
各
地
に
出
庄
し
、

従
事
し
た
の
で
あ
る
。
江
戸
・
大
阪
・
京
都
の
如
き
大
都
市
は
申

近
江
屋
叉
は
日

各
種
の
商
業
に
従
事
し
た
。

に
多
く
の
出
屈
を
有
し
た
か
は
、
近
江
部
生
郡
志
・
近
江
日
野

町士山
L

・
近
江
榊
崎
郡
士
山
稿
引
火
ぴ
近
江
愛
智
郡
土
町
を
見
れ
ば
、
直

野
屋
等
の
屋
銃
を
以
て
、

主n
イ可

ち
に
分
る
。
共
の
中
日
野
商
人
中
井
家
の
出
屈
の
み
に
て
も
次

、
)
市
:
卜

E
ち
ら
つ
モ
一
υ

心
d

目

J

1

4

J

日
野
本
局

仙
重
大
町
一
丁
目
庖

古
着
・
戸
時
綿
・
金
食

生
糸
・
紅
花

賞
商

呉
服
・
太
物
商

賀
商
・
醤
油
磁
蓬

生
糸
・
紅
花

同

町

同
大
町
二
丁
目
府

下
野
太
田
原
広

岩
代
相
馬
底

武
蔵
押
立
底

調
明
前
天
堂
底

麻
苧
・
賞
・
生
糸
・

古
着

陸
前
石
巻
底
描
世
糸
・
貸
金
・

品
川
市
狩

江
戸
深
川
小
網
町
一
丁
目
米
殺
問
屋

名

古

屋

唐

古

着

・

央

服

京
都
御
池
間
之
町
生
糸
・
質
・
失
服

近
江
商
人
と
地
方
金
融

中
井
源
左
衛
門

中

井

新

三

郎

同同近
江
麗
源
三
郎

近
江
屋
源
左
衛
門

申

井

屋

市

蔵

日
野
屋

清
市
郎

日
野
屋
源
左
衛
門

中
井
屋
彦
太
郎

日
野
屋
治
兵
衛

日
野
屋
菰
左
衛
門

底塑大山下京
後阪城ル都
圏畷伏柳
杵町見馬
築三庖場
今了 御
在 日 池
家居

漆
・
金
貸
・
生
糸

銀
箔

吉
野
屋
正
治
右
衛
門

差益
彦
太
郎

岩
之
助

質
・
古
者

質
-
泊
・
荒
物
畠
酒
造

日
野
勝
典
左
衛
門

共
の
他
日
野
商
人
三
代
鈴
木
中
印
有
衛
門
は
関
東
地
方
に
二
十

有
徐
の
出
自
を
有
し
か
叉
日
野
商
人
矢
野
新
右
衛
門
の
如
き
は

武
蔵
の
一
一
闘
の
み
に
で
も
八
つ
の
出
底
を
有
し
九
。

右
に
掲
げ
た
る
中
井
家
の
山
川
底
去
に
よ
り
て
明
か
で
あ
る
如

く
、
近
江
商
人
は
必
中
商
業
の
傍
に
合
融
業
に
従
事
し
た
。
山
間

之
を
江
戸
に
就
き
て
見
る
も
、
江
戸
に
於
け
る
質
・
雨
替
の
多

く
が
近
江
商
人
に
よ
り
て
経
営
さ
れ
し
こ
と
は
、

「
世
事
見
開

録
」
の
記
述
に
よ
り
て
之
を
知
る
こ
左
が
出
来
る
。
即
ち
日
〈

『
一
関
御
堂
地
の
商
人
は
、
多
分
近
江
・
伊
勢
・
三
一
向
闘
よ
り
出
し

者
多
し
。
其
内
三
河
よ
り
出
た
る
に
は
さ
の
み
大
分
限
も
出
来

ぢ
り
し
が
、
近
江
・
伊
勢
よ
り
出
た
る
は
、
悉
〈
身
上
を
鮮
へ
て

今
近
江
屋
、
伊
勢
屋
ム
い
へ
る
質
・
両
替
・
酒
屋
の
類
多
く
あ
り

て
、
本
届
出
広
一
一
家
一
門
連
々
柴
へ
行
、
或
は
江
戸
は
出
屈
に

第
三
十
三
巻

四
四

第
三
競

七

近江靖生郡志，暗号五， 881-89i頁
近江日野町志，巻中， ，~66-484頁
近江市申崎郡志稿，上窄t" 1195-1218頁
近江愛智郡志巻三， 808-342頁
近江日野町志，巻中， 602-503頁
八幡商業率校編，近江商人， 195-200頁
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近
江
商
人
と
地
方
金
融

成
し
、
其
身
は
本
國

に
住
居
し
て
、
手
も
濡
さ
す
年

々
江
戸

よ

の

り
大
金
を
取
込
な
り
。』
と
。
か
く
の
如
く
近
江
商
人
が
金
融
業

に
従
事
せ
し
こ
と
は
、
以
て
近
江
商
人

の

一
特
色
と
な
す
も

の

で
、
彼
等
は
其

の
獲
得
せ
る
富
を
確
實

に
塘
殖
せ
ん
が
た
め
に

質
其

の
他

の
金
貸

に
従
事
し
た

の
で
あ
る
。
又
其

の
結
果
と
し

.
て
多
数
の
近
江
商
人
は
数
代
緻
績

し
て
E
富
を
擁
す

る
こ
と
が

出
來
た

の
で
あ
る
。四

近
江
商
人

と
言

へ
ば
、
專

ら
商
品

の
費
買

の
み
に
従
事

せ
し

商
人
な
る
か
の
如
く
に

一
般
に
観
察

せ
ら
れ
て
居

る
が
、
其

の

金
融
上
に
占

め
た
る
地
位
も
決
し

て
之
に
劣
ら
な
か

っ
た
。
而

し
て
近
江
商
人
は
金
融
業
務

に
從
事

せ
し
關
係
よ
り

、
蝦
夷
地

に
於

て
は
所
謂
場
所
請
負
人
と
な
り

て
、
漁
業

に
従
事
し
、
關

東
地
方
に
於
て
は
同
地
方
に
出
店
せ
る
近
江
商
人

の
多
く
は
酒

醤
油

の
醸
造
業

に
韓
業
す
る
に
至
り

、
其

の
擁
し
た
る
大
資
本

の
力
を
以
て
各
生
産

力
を
著

し
く
磯
展
せ
し
む
る
こ
と
が
田
楽

恥
た
。
兎

に
角
近
江
商
人
は
徳
川
時
代
我
国
の
南
榎
及
び
金
権
を

支
配
し
、
商
業
資
本
家

と
し

て
典
型
的
の
人
物
た
り
し
者
で
あ

第
三
十
三
巻

四
四
四

第
三
號

=

一
八

る
。
今

近
江
商

人
が
殊

に
地
方

金
融

上

に
於

て
重
要

な

る
地

位

を
占

め
し
例
説

と
し

て
、
羽
前

天
童

に
於

け

る
中
井

家

の
出

店

に
關

ず

る
出
来

事
を
紹

介

し
よ
う
。

前

に
述

べ
た

る
如
く

、
中

井
家

は
羽
前

天
童

に
出

店

し

、
麻
苧

・
生
縣
を
買

入

れ
て
關
西

地
方

へ
積

下

し
、
文

闘

西
地
方

に
於

て
仕
入

れ
た

る
古
着

を
販

費

し

、
傍

ら
質

屋
を
螢

美

し
た

が
、
其

の
業
績

が
思

は

し
く

な

か

っ
た
π

め
、
閉
店

し

よ
う

と
し
た

。
然

る
に
閉
店

す

れ
ば
、

F
ド
剥
咀
フ
."
.凶
」
層膣
障
」
駈
塗

フ
0
曇
Z
臨
ト
メ
こ
う

一

'
i

(
i

}

F
μ
土

方

の
名
主

は
連

名

の
上
螢

業
縫

綾
を
歎
願

し
た

た
め
、
中

井
家

は
其

の
歎

願
を
拒

否
す

る
こ
と
を
得
す

、
相

不
攣

瞥
業

を
続
け

る
に
至

っ
た

の

で
あ

る
が

、
其

の
際

名
主
達

は

次

の
如

き

一
札

　

コ

む

を
ヰ

勇
雰

(
杯頂
叶
ドし
穴

『

一

札

営
所
日
野
屋
其
御
店
之
儀
此
度
御
仕
返
被
成
候
襟
相
聞
候
之
由
右
髄

カ

カ

セ

ロ

し

　

セ

ヵ

ら

カ

の

り

ロ

ロ

ロ

ロ

つ
　

ね

の

ロ

に
相
成
候
て
は
町
在
々
共
金
鍍
之
不
通
用
苦
難
澁
迷
惑
之
儀
御
座
候

に
付
着
奮
来
店
之
義
何
れ
御
仕
法
替
紋
成
候
て
成
り
共
相
立
候
様
私

共
御
頼
之
趣
連
印
仕
森
谷
重
兵
衛
を
以
御
頼
申
入
候
膿
御
者
察
之
上

御
承
引
被
下
先
以
恭
安
堵
致
候
然
る
上
は
組
下
之
者
其
御
店

へ
参
万

一
剣
不
仕
申
上
故
障
等
車
懸
候
は
『
私
共
引
請
御
支
配
衆
中
陀
少
も

御
苦
勢
相
掛
中
間
舖
候
倫
叉
他
領
之
著
た
り
共
右
様
之
儀
御
座
候
は

8)近 江 日 野 町 志,巻 中,608-609頁

近 世 杜 會 経 済 叢 書,第 一一巻 ・175-6頁9)
・・)拙 著,日 本 會 社 企 業 螢 生 皮 の 研 究,510-5iis1'頁

三里)中 井 家 交 書



Y

其
向
h

役
一
苅
へ
懸
け
合
得
明
日
正
又
御
+
一
白
勢
相
懸
け
申
間
舗
候
品
川
後

日
一
札
品
川
而
知
件
(
傍
勘
は
筆
者
之
を
附
す
)

文
化
十
四
年
丑
年
三
月
最
上
天
童
六
日
町

名

主

牛

作士
口

-、Hい』
-Z住

斗
ノ

EλE

巴
肉
兵衛助

林

兵

衛

藤

右

衛

門

勝

治

佐
藤
官
兵
衛

四兵

む
中州1
井 E
謀!ffi'

天左
童衛
事町門
広殿
支
配
人
a弘
河、

中

色=

か
く
の
如
〈
数
名
の
名
主
連
印
の
上
管
業
の
継
続
を
歎
願
し

替
業
継
績
と
決
定
す
る
や
、
叉
も
や
連
印
の
上
替
業
の
立
ち
行

く
こ
と
を
保
設
す
る
慮
の
一
札
を
提
供
せ
し
と
と
を
え
れ
ば
、

中
井
家
の
叫
営
業
殊
に
金
貸
業
が
昔
時
如
何
に
天
童
の
人
々
の
金

銭
融
通
上
に
重
大
た
る
関
係
を
有
せ
し
か
を
想
像
す
る
に
難
く

な
い
。
叉
中
井
家
の
天
童
府
事
件
に
よ
り
て
、
王
国
々
は
近
江
商

人
が
徳
川
時
代
金
融
上
に
於
て
も
絶
大
た
る
支
配
力
を
有
せ
し

こ
と
を
推
察
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

.ハ

1

ユ
ン
ス
の
「
景
気
殻
測
」

第
三
十
三
巻

四
四
五

第

君主

九


